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図のタイトルは  PGLAB  の第三引数で指定する。ソースコードの     CALL PGLAB('(x)', '(y)', 'PGPLOT Example 1:  y = x\u2')の部分である。また、二乗の"2"は上付指定(\u)を用いれば描くことが出来る。
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Ｙ軸のタイトルは、 PGLAB の第２引数で指定する。ソースコードの    CALL PGLAB('(x)', '(y)',  'PGPLOT Example 1:  y = x\u2')の部分である。
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Ｘ軸のタイトルは、PGLAB の第１引数で指定する。ソースコードの     CALL PGLAB('(x)', '(y)', 'PGPLOT Example 1:  y = x\u2')の部分である。
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このプログラムでは、座標軸を PGENV を使って書いている。ソースコードの     CALL PGENV(0.,10.,0.,20.,0,1)の部分である。この場合、Ｙ軸の範囲は PGENV の第３、第４引数で指定する。ちなみに、PGENV を用いると軸の目盛りの付け方などは pgplot が勝手に決めてしまうので、ユーザがこれを指定することは出来ない。これらを自由に決めたかったら、PGBOX を用いる。
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このプログラムでは、軸の目盛りを PGENV を使って書いている。ソースコードの     CALL PGENV(0.,10.,0.,20.,0,1)の部分である。この場合、X軸の範囲は PGENV の第１，第２引数で指定する。また、PGENV を用いると軸の目盛りの付け方等は pgplot が勝手に決めてしまうので、ユーザが此を指定することは出来ない。もし自由に指定したかったら PGBOX を使う。
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線を引くには、PGLINE を用いる。ソースコードの      CALL PGLINE(60,XR,YR)の部分である。第１引数が線で結んで欲しい点の数で、第２，第３変数が各々それらの点のＸ，Ｙ座標値(配列)である。ちなみに、線の種類、色、幅は各々、PGSLS、PGSCI、PGSLW で指定することができる(既定値は細い黒の実線)。
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記号を打つには、PGPT を用いる。ソースコードの     CALL PGPT(5,XS,YS,9)の部分である。第１引数が点の数で、第２、第３引数がプロットすべき点のＸ，Ｙ座標値(配列)である。第４引数は記号の種類を表し、この例の"9"は「真ん中に点のある○」を指定することを意味する。記号の種類については、pgmarks.pdf を参照。

advice
このサンプルでは、描画範囲や座標を定義した上でラベルを付け、図のタイトルを書き、さらに指定した場所に点を打って線で結ぶ、という、作図のために最低限必要な要素を含んだ単純な XY プロットの例が紹介されています。この図を書くのに使われたソースコードは、pgex01.f です。黄色いメモ帳印のところをマウスでダブルクリックすると、それぞれの部分に関する簡単な説明を見ることが出来ます。


